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揺揺
るる
がが
ぬぬ
団団
結結
でで
結結
束束
躍躍
進進
をを
!!

◎
記
念
式
典
に
七
六
〇
名
が
集
う
。

建
設
長
崎
結

成
七
十
周
年
・

長
建
国
保
設
立

四
十
五
周
年
式

典
が
四
月
十
六

日
に
長
崎
市
民

会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に

は
県
下
組
合

員
・
家
族
の
他
、
全
建
総
連
傘

下
の
組
合
な
ど
来
賓
も
含
め
て

約
七
六
〇
名
が
出
席
。

式
典
に
先
立
ち
建
設
長
崎
職

人
太
鼓
が
演
奏
を
披
露
し
、
長

崎
女
子
高
の
皆
さ
ん
が
龍
踊
り

を
披
露
す
る
な
ど
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
の
式

典
は
、
髙
谷
副
委
員
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
の
後
、
主
催
者
を
代

表
し
て
北
村
執
行
委
員
長
が
組

合
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
た

後
「
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
歴
史

と
伝
統
を
継
承
し
、
新
た
な
運

動
の
創
出
、
再
生
、
飛
躍
を
目

指
し
、
若
年
技
術
者
が
育
ち
や

す
い
環
境
づ
く
り
と
、
夢
を
持

て
る
魅
力
あ
る
明
る
い
建
設
産

業
に
向
け
て
運
動
を
展
開
し
て

い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
け
て
、

全
建
総
連
の
三
浦
中
央
執
行
委

員
長
が
、「
若
年
労
働
者
の
不

足
や
賃
金
体
系
の
引
き
上
げ
、

社
会
保
障
未
加
入
対
策
、
仕
事

確
保
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い

る
。
我
々
は
組
合
結
成
当
時
の

主
旨
を
忘
れ
ず
、
仲
間
の
仕
事

と
暮
ら
し
を
守
り
、
若
者
が
持

て
る
魅
力
あ
る
建
設
産
業
の
実

現
に
向
け
て
前
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
建
設
長
崎
永
年

在
籍
功
労
者
表
彰
、
支
部
組
織

確
立
功
労
者
表
彰
、
技
術
技
能

に
お
け
る
功
労
者
表
彰
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
国
保
予
算

要
求
に
向
け
た
取
り
組
み
の
中

で
、
は
が
き
要
請
に
熱
心
に
取

り
組
ん
だ
と
し
て
、
佐
世
保
北

支
部
が
特
別
感
謝
状
を
受
け
ま

し
た
。

長
建
国
保
の
各
種
表
彰
で
は
、

役
員
並
び
に
組
合
会
議
員
功
労

者
表
彰
と
健
康
優
良
家
庭
の
表

彰
が
あ
り
、
賞
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
終
了
後
に
は
、
三
遊

亭
歌
之
介
氏
の
落
語
で
会
場
は

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

閉
会
は
里
副
委
員
長
の
挨
拶

で
式
典
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

記
念
祝
賀
会
は
午
後
六
時
か

ら
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
で
開
催

さ
れ
、
約
二
三
〇
人
が
参
加
。

北
村
委
員
長
は
「
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
新
た

な
八
〇
年
、
九
〇
年
、
一
〇
〇

年
へ
と
継
続
し
、
建
設
技
能
者

が
ゆ
た
か
な
社
会
を
築
け
る
よ

う
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

来
賓
と
し
て
全
建
総
連
の
勝

野
書
記
長
、
県
産
業
労
働
部
の

古
川
部
長
、
連
合
長
崎
の
宮
崎

事
務
局
長
、
社
民
党
の
吉
村
県

連
代
表
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
ま

し
た
。

祝
宴
で
は
、
鏡
開
き
を
北
村

委
員
長
他
十
一
名
で
行
い
、
広

島
県
建
設
労
働
組
合
の
岩
田
執

行
委
員
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
務

め
ま
し
た
。
会
場
で
は
会
話
が

弾
み
、
互
い
に
親
交
を
深
め
、

最
後
に
福
岡
県
建
設
労
働
組
合

の
下
川
委
員
長
の
一
本
締
め
の

音
頭
で
閉
会
し
ま
し
た
。

建建設設長長崎崎結結成成7700周周年年・・長長建建国国保保設設立立4455周周年年

建設長崎第71回定期大会
開 催 告 示

組合員各位 平成28年5月15日
長崎県建設産業労働組合
執行委員長 北村 政和

記
組合は規約第22条から第25条に基づき、下記要領で大会を開催致し

ます。
【開催日時】平成28年7月17日㈰ 午前9時受付、午前10時開会

午後4時30分閉会予定
【開催場所】長崎新聞文化ホール
【目 的】1年間の組合運動の総括（経過と決算）、新年度の運動

方針と予算、新役員の選出等を審議する最高決議機関と
して開催します。

【内 容】1．平成27年度活動経過報告承認の件
1．平成27年度会計決算報告承認の件
1．平成28年度運動方針（案）決定の件
1．平成28年度一般会計予算（案）決定の件
1．平成28年度役員改選に関する件
1．その他の件

代議員立候補告示
組合規約第22条、大会運営規定第3条に基づき、総数120名（各支

部に選出数割り当て）を選出します。
立候補届受付 ・受付期間 平成28年6月30日㈭ 午後4時迄

（土、日除く）第1、第3、第5土は12時迄
・受付会場 県下15支部の各支部事務所

尚、立候補者が定数内の場合は、従来通り信任投
票を行わず、立候補者全員無投票当選とします。

立候補制限 組合費等を4ヵ月以上滞納している組合員は除きます。

本部役員立候補告示
組合規約第38条、役員選出規定第7条、8条に基づき、本部役員に

立候補する者は所属支部の推薦を受け、原則として大会の2週間前ま
でに選挙管理委員長に届け出て下さい。

May
No.611
2016年5月15日

1部20円 組合員の購読料は組合費に含みます
印刷●㈱昭和堂 TEL 095‐821‐1234

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町17番58号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●北村政和 編集人●井関一幸

国保組合に対する現行補助
水準を確保する為、ハガキ
要請行動にご協力を！

主催者代表あいさつ
北村 政和
執行委員長

来賓祝辞
長崎労働局長
大塚崇史 様

来賓祝辞
長崎副市長
加藤邦彦 様

来賓祝辞
長崎副知事
里見 晋 様

来賓祝辞
全建総連中央執行委員長
三浦一男 様

記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念式式式式式式式式式式式式式典典典典典典典典典典典典典
802名が
受彰

永年組合在籍功労者表彰
60年以上在籍 7名
55年以上在籍 3名
50年以上在籍 33名
40年以上在籍 198名
30年以上在籍 462名
支部組織確立功労者表彰 17名
組合の技術技能活動における功労者表彰 3名
組合本部功労者表彰 13名
物故者への感謝状贈呈 6名
特別感謝状 1名

長建国保役員並びに組合会議員功労者表彰 38名
長建国保健康優良家庭表彰 21名

建設長崎関係表彰

長建国保関係表彰

建設長崎結成70周年
長建国保設立45周年

5

記念式典会場

▲会場風景

受付風景

▼各種表彰

毎月1回15日発行 2016年（平成28年）5月15日発行建 設 長 崎第611号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�



建設長崎

職
人
太
鼓
と
龍
踊
り
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
力
強
く
華
や
か
に
飾
る

式典の開会前に会場となった市民
会館周辺の清掃奉仕を行い併せて、
開場時間には会場入口にて、来場の
皆さんをお出迎え。

和
や
か
に
祝
賀
会

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
に
会
場
を
移
し

二
三
〇
名
の
皆
さ
ん
で
お
祝
い

部年青

来賓あいさつ
社民党

吉村県連代表

来賓あいさつ
連合長崎

宮崎事務局長

来賓あいさつ
長崎県産業労働部
古川部長

来賓あいさつ
全建総連
勝野書記長

による

清掃奉仕！

女女性性だだけけのの勇勇壮壮なな龍龍踊踊りり 鶴鶴鳴鳴学学園園長長崎崎女女子子高高龍龍踊踊りり部部

▼

長
崎
女
子
高
龍
踊
部
前
田
先
生
へ
額
贈
呈

▲舞台に勢揃いした囃子方

▲各支部長が龍を掲げて入場

▲落語を熱演する
三遊亭歌之介師匠

龍龍踊踊りり

▲

閉
会
あ
い
さ
つ

職人太鼓

▲主催者あいさつ

▲マジシャン・ドゥのマジック

▲エイ！鏡開き▲祝賀会受付風景▲

和
や
か
に
歓
談
す
る
皆
さ
ん

▲

下
川
福
建
労
委
員
長
の
音
頭
で

締
め
ま
し
た

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第611号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2016年（平成28年）5月15日発行
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来
賓
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

『
す
べ
て
の
働
く
者
の
連
帯
で
、
自
由

で
平
和
な
世
界
と
希
望
の
も
て
る
安
心

で
豊
か
な
社
会
を
つ
く
ろ
う
！
』

五
月
一
日
、
出
島
ワ
ー
フ
横

三
角
広
場
に
お
い
て
第
八
十
七

回
長
崎
地
区
メ
ー
デ
ー
が
各
労

組
よ
り
約
三
千
人
の
参
加
で
開

催
。来

賓
に
、
民
進
党
・
社
民
党

議
員
、
中
村
知
事
、
田
上
長
崎

市
長
な
ど
が
出
席
。

連
合
長
崎
の
森
会
長
が
「
好

景
気
の
波
は
長
崎
の
中
小
企
業

へ
は
ま
だ
届
い
て
い
な
い
。
春

闘
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
が

ヤ
マ
場
だ
、
最
後
ま
で
支
援
し

て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
大
会
の
中
で
は
、
今
夏

の
参
議
院
議
員
選
挙
、
西
岡
秀

子
予
定
候
補
者
が
勝
利
に
向
け

て
の
決
意
表
明
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

大
会
の
最
後
に
は
、
春
闘
を

支
援
す
る
特
別
決
議
、
核
廃
絶

と
平
和
を
め
ざ
す
特
別
決
議
、

参
議
院
選
挙
必
勝
決
議
、
メ
ー

デ
ー
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
参
加

者
全
員
の
力
強
い
ガ
ン
バ
ロ
ウ

三
唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。

建
設
長
崎
か
ら
は
約
六
〇
人

が
参
加
し
、
メ
ー
デ
ー
開
会
に

先
駆
け
五
島
町
公
園
か
ら
メ
ー

デ
ー
会
場
ま
で
の
間
を
、
労
働

者
の
賃
金
底
上
げ
や
格
差
是
正

を
訴
え
な
が
ら
、
デ
モ
行
進
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

第第8877回回
長長崎崎地地区区メメーーデデーー支支支支支支支支支支支支支支支

部部部部部部部部部部部部部部部
対対対対対対対対対対対対対対対
抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗
ソソソソソソソソソソソソソソソ
フフフフフフフフフフフフフフフ
トトトトトトトトトトトトトトト
ボボボボボボボボボボボボボボボ
ーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルル
大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会

コ
ロ
コ
ロ
と
変
わ
る

天
気
予
報
に
や
き
も
き

し
な
が
ら
も
開
催
の
判

断
を
下
し
た
大
会
前
日
。

し
か
し
、
そ
ん
な
期

待
を
裏
切
る
か
の
よ
う

に
、
当
日
は
朝
か
ら
小

雨
が
降
る
何
と
も
困
っ

た
天
気
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
開
催
を
信

じ
、
県
内
各
地
よ
り
集

ま
っ
た
組
合
員
さ
ん
達

を
前
に
、
一
旦
は
開
催

を
宣
言
し
た
も
の
の
、

雨
が
上
が
ら
ず
、
ま
た

グ
ラ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も

悪
い
こ
と
か
ら
、
北
村
執
行
委

員
長
も
泣
く
泣
く
本
年
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
中
止
を
決
定

し
ま
し
た
。

た
だ
折
角
多
く
の
方
に
朝
早

く
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た

事
も
あ
り
、
順
位
だ
け
で
も
決

定
し
よ
う
と
、
急
き
ょ
優
勝
を

か
け
た
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
開

催
さ
れ
、
強
運
の
浦
上
西
支
部

が
見
事
に
優
勝
を
勝
ち
取
り
、

本
年
の
大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

長
崎
県

副
知
事

里
見

晋

長
崎
県
産
業
労
働
部

部
長

古
川

敬
三

長
崎
労
働
局

局
長

大
塚

崇
史

長
崎
労
働
局

健
康
安
全
課

課
長

川
原

勲

長
崎
労
働
基
準
監
督
署

署
長

池
田

康
廣

長
崎
市

副
市
長

加
藤

邦
彦

時
津
町

副
町
長

森

達
也

社
会
民
主
党
長
崎
県
連
合

代
表

吉
村

庄
二

長
崎
県
議
会
議
員

民
進
党
長
崎
県
総
支
部
連
合
会

副
幹
事
長

高
比
良
末
男

長
崎
県
議
会
議
員

山
田

博
司

長
崎
県
議
会
議
員

坂
本

浩

長
崎
市
議
会
議
員

副
議
長

西
田
み
の
ぶ

長
崎
市
議
会
議
員

野
口

達
也

社
会
民
主
党
長
崎
総
支
部

代
表

池
田

章
子

長
崎
市
議
会
議
員

佐
藤

正
洋

大
村
市
議
会
議
員

村
上

信
行

島
原
市
議
会
議
員

草
野

勝
義

佐
世
保
市
議
会
議
員

古
家

勉

高
木
義
明
衆
議
院
議
員

秘
書

山
﨑

龍
二

株
式
会
社
長
崎
新
聞
社

専
務
取
締
役

石
川

末
登

連
合
長
崎

会
長

森

光
一

社
会
民
主
党
長
崎
県
連
合

幹
事
長

泉
原

正
行

長
崎
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

議
長

松
田

圭
治

長
崎
地
区
労
働
組
合
会
議

議
長

平
野

忠
司

全
労
済
長
崎
県
本
部

本
部
長

原
田

敏
春

九
州
労
働
金
庫
長
崎
県
本
部

本
部
長

森
田

孝
徳

九
州
労
働
金
庫
長
崎
県
本
部

副
本
部
長

松
村

章
嗣

長
崎
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

事
務
局
長

桝
田

憲
二

長
崎
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

堤

典
子

長
崎
県
教
職
員
組
合
長
西
総
支
部

総
支
部
長

本
多

稔

長
崎
私
交
通
労
働
組
合

執
行
委
員
長

廣
田

勝
美

（
一
社
）長
崎
県
労
働
基
準
協
会

専
務
理
事

岩
永

英
昭

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
長
崎
県
支
部

参
与

宮
下

守
生

長
崎
県
ゆ
と
り
あ
る
住
ま
い
づ
く
り
推
進
協
議
会

会
長宮

原

和
明

（
一
財
）長
崎
県
住
宅
・
建
築
総
合
セ
ン
タ
ー

常
務
理
事
兼
事
務
局
長

安
武

清

（
一
社
）長
崎
県
建
築
士
事
務
所
協
会

会
長

岡
村

則
満

長
崎
県
建
設
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事

増
﨑

博
之

（
一
社
）全
国
労
働
保
険
事
務
組
合
連
合
会
長
崎
支
部

事
務
局
長

相
馬

正
弘

長
崎
県
職
業
能
力
開
発
協
会

専
務
理
事
兼
事
務
局
長

日
高

春
夫

㈱
十
八
銀
行

頭
取
代
理

松
﨑

修
次

㈱
十
八
銀
行
桜
町
支
店

支
店
長

㈱
親
和
銀
行
富
士
見
町
支
店

支
店
長

藤
本

立

弁
護
士
法
人
佳
朋

原
総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士

原

章
夫

東
公
認
会
計
士
事
務
所

公
認
会
計
士

東

直
美

㈱
昭
和
堂

代
表
取
締
役

永
江

正
澄

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
㈱
長
崎
支
店

支
店
長

石
井

政
伸

㈱
Ｎ
Ｄ
Ｋ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

常
務
取
締
役

吉
谷

菊
司

㈱
Ｎ
Ｄ
Ｋ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

部
長

香
月

隆
司

長
崎
レ
イ
ン
ボ
ー
い
ら
か
株
式
会
社

会
長

本
田

魂

安
田
エ
ム
・
ケ
イ
・
プ
ラ
イ
ム

田
畑

誠
一

西
日
本
自
動
車
共
済
協
同
組
合

支
部
長

山
内

和
明

㈱
建
築
資
材
研
究
社

日
建
学
院

長
崎
校

事
務
局
次
長

川
添

亨

㈱
Ｎ
Ｓ
Ｃ

代
表
取
締
役

川
原

敬
幸

㈱
建
設
新
聞
社

内
田

浩
二

長
建
木
材
供
給
株
式
会
社

取
締
役
部
長

水
蘆

孝
巳

株
式
会
社
テ
ィ
グ
レ
長
崎

支
店
長

嵩
下

光
一

株
式
会
社
デ
ィ
グ
レ
長
崎

濱
辺

洋

有
限
会
社

出
島
印
刷
所

代
表
取
締
役

古
木

英
二

㈲
三
浦
屋
染
工
場

代
表
取
締
役

三
浦

英
達

長
崎
県
型
枠
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

松
谷

忠
雄

長
崎
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

町
田
十
九
一

長
崎
県
瓦
工
事
業
組
合

理
事
長

山
崎

春
雄

（
一
社
）日
本
塗
装
工
業
会
長
崎
県
支
部

支
部
長

西
田

斉

（
一
社
）長
崎
県
建
造
物
解
体
工
業
会

会
長
理
事

金
光

輝
仁

長
崎
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会

理
事
長

岩
永
堅
之
進

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合

中
央
執
行
委
員
長

三
浦

一
男

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合

書
記
長

勝
野

圭
司

建
設
埼
玉

副
中
央
執
行
委
員
長

中
村

正
雄

兵
庫
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

会
長

貴
田

博
明

兵
庫
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

事
務
局
長

岡
本

勝

広
島
県
建
設
労
働
組
合

執
行
委
員
長

岩
田

忠
二

フ
レ
ッ
セ

執
行
委
員
長

尾
方

巧

福
岡
県
建
設
労
働
組
合

執
行
委
員
長

下
川

一
雄

全
福
岡
県
建
設
労
働
組
合

執
行
委
員
長

原
口

俊
一

佐
賀
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長

乙
成

治
義

大
分
県
建
設
合
同
労
働
組
合

執
行
委
員
長

船
元

健
市

宮
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

執
行
委
員
長

西

友
三
郎

鹿
児
島
県
建
設
技
能
者
組
合

執
行
委
員
長

皆
元

鐵
夫

鹿
児
島
県
建
設
技
能
者
組
合

書
記
長

福
森

茂
広

中
央
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合

常
務
理
事

岩
舘

高
志

山
形
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合

常
務
理
事

井
上

朋
行

第
一
三
共
ヘ
ル
ス
ケ
ア
株
式
会
社

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

仲
野

忠
男

株
式
会
社
セ
ル
メ
ス
タ

代
表
取
締
役
社
長

熊
倉

利
和

株
式
会
社
セ
ル
メ
ス
タ

大
阪
営
業
所

所
長

内
田

剛
史

片
岡
印
刷
所

代
表

片
岡
惠
美
子

被
災
し
た
熊
本
建
労
の
仲
間
の
支
援
カ
ン
パ
に
ご
協
力
を
！

熊熊本本建建労労激激励励訪訪問問

本
部
三
役
で

支
援
物
資
を

届
け
る

四
月
二
十
八
日
、
地
震
に
よ
り
被
災
し

た
熊
本
県
建
築
労
働
組
合
（
熊
本
建
労
）

を
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
ガ
ラ
袋
、
食
べ
物

等
の
支
援
物
資
を
満
載
し
た
ワ
ゴ
ン
車
で
、

北
村
委
員
長
を
始
め
本
部
四
役
が
激
励
訪

問
し
支
援
物
資
と
、
記
念
式
典
時
の
カ
ン

パ
金
を
古
沢
書
記
長
に
手
渡
し
、
激
励
と

慰
労
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

熊
本
建
労
で
は
、
今
回
の
地
震
で
組
合

員
二
十
三
名
が
ケ
ガ
を
さ
れ
、
建
物
被
害

は
全
壊
・
半
壊
あ
わ
せ
て
四
〇
八
件
の
被

害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
五
〇
〇
円
カ
ン
パ
を
目
処
に

『
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
』

四
月
十
四
日
、
十
六
日
、
熊

本
地
方
を
震
源
と
す
る
震
度
七

の
地
震
は
、
土
砂
崩
れ
、
建
物

倒
壊
な
ど
多
く
の
被
害
を
発
生

さ
せ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
一
ヶ
月
。
徐
々

に
復
旧
も
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
い
ま
だ
多
く
の
方
が
避
難

所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な

ど
、
元
の
生
活
に
戻
る
に
は
、

ま
だ
ま
だ
か
か
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
建
設
長
崎

で
は
、
今
回
の
地
震
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
熊
本
の
仲
間
達
の
一

日
も
早
い
生
活
再
建
に
向
け
て
、

募
金
に
よ
る
支
援
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。
す
で
に
募
金
を
さ

れ
て
い
る
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、

建
設
長
崎
が
取
り
組
み
ま
す
募

金
活
動
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

長
崎
県
で
は
平
成
三
年
の
雲

仙
普
賢
岳
噴
火
に
よ
る
災
害
が

発
生
し
た
際
、
全
国
の
方
々
か

ら
心
温
ま
る
多
く
の
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
ご

恩
に
報
い
、
今
度
は
私
た
ち
が

被
災
し
た
方
々
の
力
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

一
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
全
国
の
仲
間
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
継
続
・
強
化
し
よ
う
！

二
、
日
本
国
憲
法
の
基
調
で
あ
る
「
主
権
在
民
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
、
戦
争
放
棄
」
を
ふ
ま
え
、
我
が
国
の

平
和
的
発
展
を
め
ざ
そ
う
！

三
、
世
界
の
恒
久
平
和
と
軍
縮
を
め
ざ
し
、
あ
ら
ゆ
る
国

の
核
実
験
に
反
対
す
る
と
共
に
、
核
兵
器
の
廃
絶
を

め
ざ
そ
う
！

四
、
す
べ
て
の
職
場
に
労
働
組
合
を
つ
く
り
、
働
く
も
の

の
生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
発
言
力
を
高
め
よ
う
！

五
、
二
〇
一
六
春
季
生
活
闘
争
の
勝
利
と
長
崎
県
の
最
低

賃
金
を
引
上
げ
、
暮
ら
し
の
底
上
げ
、
格
差
是
正
を

実
現
し
よ
う
！

六
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
と
、
社
会
保
障
制
度

の
確
立
を
求
め
よ
う
！

七
、
働
く
者
・
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た
政
治
の
実
現
に

向
け
、
参
議
院
議
員
選
挙
に
完
全
勝
利
し
よ
う
！

4／24

〈サブスローガン〉

全国の仲間から届けられた支援物資

雨のためジャンケンで
決着をつける

熊本建労の書記長へ物資を届ける
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70
歳
以
上
の
組
合
員
さ
ん
元
気
に
集
う

大村プラチナ友の会
家家
族族
連連
れれ
6611
名名
がが
ああ
ぐぐ
りり
のの
丘丘
でで

五
月
一
日
㈰
午
前
十
一
時
よ

り「
あ
ぐ
り
の
丘
」の
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
場
に
て
、
浦
上
東
支
部
恒

例
行
事
と
な
っ
て
い
る
「
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
で

あ
る
こ
と
や
準
備
期
間
が
短

か
っ
た
こ
と
な
ど
で
参
加
者
も

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
天
気
に

も
恵
ま
れ
最
高
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
開
門
ま
え
に
支
部
三

役
、
青
年
部
に
集
合
し
て
頂
き
、

駐
車
場
か
ら
会
場
ま
で
の
材
料

運
搬
や
炭
起
こ
し
等
の
準
備
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ま

た
支
部
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す

材
料
の
買
い
出
し
か
ら
仕
込
み

ま
で
、
役
割
分
担
を
し
て
早
朝

で
も
暑
い
中
、
汗
を
流
し
ま
し

た
。ま
た
、当
日
は
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
開
門
と
同
時
に
大
勢
の
人

で
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
支
部
三

役
・
青
年
部
・
主
婦
会
に

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
を
行
い
ま
し

た
。参

加
者
は
組
合
員
・
主
婦

会
・
来
賓
を
合
わ
せ
て
六
十
一

名
の
参
加
で
し
た
。
メ
ー
デ
ー

会
場
よ
り
北
村
委
員
長
、
田
中

副
委
員
長
、
田
上
副
委
員
長
、

坂
本
県
議
に
も
駆
け
つ
け
て
頂

き
ま
し
た
。
準
備
か
ら
片
づ
け

ま
で
協
力
頂
い
た
役
員
の
皆
様
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。（西

平
）

四
月
十
日
㈰
支
部
事

務
所
に
て
、
毎
年
恒
例

の
「
プ
ラ
チ
ナ
友
の

会
・
茶
話
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
は

七
十
歳
以
上
の
組
合
員

の
方
が
対
象
で
、
今
回

は
十
五
名
の
方
の
ご
参

加
を
頂
き
ま
し
た
。
支

部
三
役
や
活
動
家
の
皆

さ
ん
、
本
部
か
ら
は
北

村
執
行
委
員
長
と
石
田

書
記
長
に
も
駆
け
つ
け

て
頂
き
、
全
体
二
十
八

名
の
参
加
者
と
な
り
ま

し
た
。
午
後
十
二
時
に

支
部
に
集
合
し
、
伊
藤

支
部
長
と
北
村
委
員
長

の
挨
拶
の
後
、
中
尾
副
支
部
長

の
音
頭
で
乾
杯
し
、
宴
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

大
村
郷
土
料
理
の
大
村
寿
司

や
オ
ー
ド
ブ
ル
で
舌
鼓
を
し
、

酔
い
が
程
よ
く
回
り
始
め
た
頃

に
は
、
用
意
し
て
い
た
カ
ラ
オ

ケ
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
カ
ラ
オ

ケ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
大
村

支
部
の
「
の
ど
自
慢
」
の
皆
様

方
が
美
声
を
競
い
合
い
、
手
拍

子
と
笑
顔
と
沢
山
の
歓
声
で
、

大
変
な
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま

し
た
。

最
後
に
津
上
副
支
部
長
の
挨

拶
で
、
来
年
も
お
互
い
元
気
で

会
う
こ
と
を
誓
い
合
い
、
終
了

し
ま
し
た
。

多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各
地区巡回型による健康診断を開催します。日頃からお忙
しい皆様にも是非この健康診断を年に一度の健康チェッ
クとしてご活用いただきますようご案内いたします。

■受診対象者
受診対象者は、平成28年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以上の方（同日現在の加入者
で平成29年3月31日までに40歳になる方を含む）で、長建国保の特定健診受診券の交付を受けている
方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目を受診することが出来ます。

■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、実施日の2週間前までに組合窓
口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。

○FAXの場合：FAX番号 095－862－6246
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29－26 長建国保宛

※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、詳細な受診案内書が送付されますので必ずご確認下さい。

■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関から送付される受診票、実費（選択検査項目申込者のみ）、
検査用容器など

■巡回健診の検査項目

受診しやすい医療機関を選択し、ご都合の良い日時を
直接予約すると受診できます。お仕事などで決められた
日時に受診できなかったときも再度予約すれば受診でき
ますので大丈夫。くれぐれも先延ばしにしないようお早
めに受診いただくことをおすすめします。

特定健診のご案内と
受診券を郵送しました
受診券の他に①
「特定健診実施機関
一覧表」②「質問票」
③「巡回健診申込
書」④「特定健診受
診券」を同封してい
ますので是非ご覧下
さい。

茶話会

自覚症状がなく気づかないうちに進行する
生活習慣病の早期発見と予防に

健健康康診診断断をを受受けけままししょょうう
～メタボ予防に着目した健康診断～診健定特

長建国保に1年以上加入している40～75歳
未満の方で、特定健診受診券の交付を受けて
いる方
組合指定の医療機関
（「特定健診実施機関一覧表」に記載され
ている医療機関）
※一覧表に記載されていない健診機関では受診することが
できません。

ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約をお願
いします。

○受診券 ○質問票 ○保険証

・身体計測 ・血圧 ・血中脂質検査 ・肝
機能検査 ・血糖検査 ・尿検査 ・問診
※一部の医療機関では「組合特別健診」として胸部Ｘ線検査
も行います。
※上記以外で医師の判断により下記詳細な検査が行われる
場合があります。
・貧血検査 ・心電図検査 ・眼底検査
受診券にて受診した場合に限り自己負担はあ
りません。
受診券に記載されている有効期限までに受診
して下さい。

対 象 者

受診できる
医 療 機 関

申 込 方 法

健診に必要
なもの

検 査 項 目

自 己 負 担

受診できる
期 間

平成28年度
巡回健診実施のお知らせ
■平成28年度 巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）

会 場
建設長崎本部会館（長崎市城山町17－58）
建設長崎大村支部事務所（大村市玖島1丁目49－2）
時津北部コミュニティセンター（西彼杵郡時津町日並郷1317－1）
諫早文化会館（諫早市宇都町9－2）
建設長崎佐世保東支部事務所（佐世保市広田3丁目34－37）
平戸文化センター（平戸市岩の上町1529）
佐々町文化会館（北松浦郡佐々町本田原免146）
佐世保市民会館（佐世保市花園町10－19）
建設長崎島原支部事務所（島原市門内町丙988－8）

※申込数が規定数に届かなかった会場は、やむを得ず中止する可能性がありますのでご了承下さい。

時 間
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時

実 施 日
平成28年5月8日㈰
平成28年5月15日㈰
平成28年6月5日㈰
平成28年6月19日㈰
平成28年7月3日㈰
平成28年9月4日㈰
平成28年9月11日㈰
平成28年11月20日㈰
平成28年11月27日㈰

《選択検査項目》（希望者のみ：全額自己負担）

肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型 3，300円）
胃がん検査（2，500円）
喀痰細胞診（肺がん三日間畜痰 3，500円）
大腸がん検査（1，300円）
前立腺がん検査（2，000円）
子宮頸がん検査（自己採取法 2，500円）

※選択検査項目を受診される方は、上記受診料金を健診日当日に係員に現金にてお支払い下さい。

《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）

身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血
圧測定、医師問診、尿検査（尿糖・尿淡白）
血液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検
査）、胸部レントゲン検査、腎機能検査
心電図検査、貧血検査、痛風検査、視力・
聴力

浦
上
東
支
部

仕事・賃金ティッシュ配付後、バーベキュー大会

大村支部
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